
［上述の地震は M6.0以上または最大震度４以上、陸域で M4.5以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 
 

 

② 

九州地方 

① ３月６日に沖永良部島付近（沖縄本島近海※）で M5.0の地震（最大震度４）が発生した。 

② ３月 11日に日向灘で M5.2の地震（最大震度３）が発生した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※情報発表に用いた震央地名は沖縄本島近海 
 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2を使用 

① 



2013年３月６日05時32分に沖永良部島付近（沖
縄本島近海）の深さ48kmでM5.0の地震（最大震度
４）が発生した。 
この地震の発震機構（CMT解）は北西―南東方

向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海プレ
ートと陸のプレートの境界で発生した地震であ
る。この地震の震源付近では、2013年１月28日に
M4.9（最大震度４）の地震が発生している。 

1997年10月以降の活動を見ると、今回の地震の
震源付近（領域ｂ）では、2008年７月８日にM6.1
の地震（深さ45km、最大震度５弱）が発生し、鹿
児島県与論町のホテルの壁の一部損壊や柱の石
膏ボード破損の被害を生じた（総務省消防庁によ
る）。 
1970年１月以降の活動を見ると、今回の地震の

震央付近（領域ｃ）では、M5.0以上の地震が時々
発生している。 
 

震央分布図 
（1997年 10 月１日～2013年３月 31日、 

深さ０～160km、M≧3.0） 
2013年３月の地震を濃く表示 

発震機構は CMT 解 

 

 

震央分布図 
（1970年１月１日～2013年３月 31日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

 

３月６日 沖永良部島付近（沖縄本島近海）の地震 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影）

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 
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情報発表に用いた震央地名は沖縄本島近海である。 

気象庁作成



 2013年３月 11日 18時 34分に日向灘の深さ
25kmで M5.2（最大震度３）の地震が発生した。
この地震の発震機構（CMT解）は、西北西－東
南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピ
ン海プレートと陸のプレートの境界で発生し
た地震である。同日 18 時 59 分に M4.5（最大
震度２）の余震が発生した。 
余震活動はその後低下している。 
1997年 10月以降の地震活動を見ると、今回

の震源付近（領域ｂ）では、M5.0 以上の地震
が今回を含め３回発生している。 
1923 年１月以降の活動を見ると、今回の震

央付近（領域ｃ）では、M7.0 以上の地震が５
回発生している。1961 年２月 27 日に M7.0 の
地震が発生し、宮崎県と鹿児島県であわせて死
者２名、負傷者７名、建物の全壊３棟の被害を
生じた（「新編 日本被害地震総覧」）。また土
佐清水で 95cm、油津で 90cm、細島で 75cmなど
の津波を観測した（「日本被害津波総覧 第２
版」、津波の値は全振幅）。 

３月 11 日 日向灘の地震 
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震央分布図 
（1997年 10 月１日～2013年３月 31日、 

深さ０～100km、Ｍ≧2.0） 
2013年３月の地震を濃く表示 

発震機構は CMT 解 

今回の地震 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
 

宮崎県 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 
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震央分布図 
（1923年１月１日～2013年３月 31日、 

深さ０～100km、Ｍ≧5.0） 
（2013年３月 11日～31日、Ｍすべて） 

 

領域ｃ内の今回の地震と M7.0以上の地震に吹き出しをつけた 
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領域ｃ内のＭ－Ｔ図 
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